
藩
主―

家
老―

郡
奉
行―
代
官―

郷
頭―

肝
煎(

き
も
い
り)

―

地
首(
地
頭
・
年
寄)―

鍬
頭
・
老
百
姓

郡
奉
行
は
一
郡
に
一
人
。
代
官
は
約
二
組
二
万
石
高
に
一
人

郡
の
下
に
「
郷
」
寛
永(

一
六
二
四
～
四
三)

に
組
と
改
称

弘
化
年
間(

一
八
五
四)

の
舘
原
代
官

高
橋

渉

帳
附

吉
村
治
左
衛
門
・
甲
斐
惣
右
衛
門

帳
書

宮
城
三
平
・
上
野
左
十
郎
・
髙
橋
三
十
郎

郷
廻

門

平
・
庄
五
郎

代
官
は
藩
よ
り
直
接
派
遣
、
帳
附
は
身
分
低
い
藩
士
、
帳
書

は
肝
煎
か
ら
に
任
命
し
た
。

木
曽(

山
都)

は
町
扱
い
で
肝
煎
で
は
な
く
「
険
断
」
と
云
う

舘
原(
た
て
の
は
ら)

三
十
四
軒(

一
七
八
九
年)

館(

や
か
た)

の
前
に
原
野
が
広
が
っ
て
い
た
た
め
で

館
は
、
舘
原
村
北
西
の
折
笠
山
・
堂
ノ
上
に
あ
り
、
旧

舘
原
村
は
館
の
南
、
寺
ノ
内
に
あ
っ
た
。

館
と
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
、
村
を
支

配
し
て
い
た
地
主
で
、
堀
や
土
塁
を
め
ぐ
ら
し
た
館
、

台
地
や
山
に
築
か
れ
た
も
の
は
要
害
、
山
城
と
い
う
。

『
会
津
鑑
』
と
『
会
津
古
塁
記
』
に
は

「
舘

東
西
五
十
六
間(

一
〇
〇
・
八
㍍)

、
南
北
三
十

八
間(

六
八
・
四
㍍)

、
応
永
十
年(
一
四
〇
三)

、
小
布

瀬
原
右
京
亮(

す
け)

景
勝(

か
げ
か
つ)
、
折
笠
山
に
築

き
住
す
、
八
幡
舘
と
号
す
。
折
笠
を
家
名
と
す
」

「
応
永
二
十
六
年(

一
四
一
九)

七
月
二
十
八
日
、
舘
原

の
住
人
小
布
瀬
原
右
近(

景
勝
之
の
子)

、
近
年
新
宮
時

康(

と
き
や
す)

に
属
し
、
黒
川(

蘆(

葦)

名
氏)

よ
り
攻

め
て
城
搯(

と
う)

る(

落
城)

」

『
会
津
鑑
』
一
九
七
石(

米
で
二
九
五
五
〇
㎏
・
六
十
㌔

袋
で
四
九
二
・
五
俵)

村
の
西
約
七
百
㍍
に
は
、

荒
戸
沢
と
い
う
渓
流
に
長
さ

十
二
・
六
㍍(

七
間)

の
橋
が

あ
る
。
上
面
は
土
。
離
れ
村

に
「
河
角
」
「
石
田
坂
」
。

小
名
に

東
向
、
西
向
、
上

台(

う
え
の
だ
い)

が
あ
る
。

舘
原
代
官
所

木
曽
組(

山
都
町
の
二
十
三
村)

、
大
谷
組(

高
郷
町)

、

吉
田
組(

西
会
津
町
の
阿
賀
川
北
側)

を
支
配
、(

西
会
津

町)

下
野
尻
村
の
郡
役
所
に
属
し
た
。
久
昌
寺
の
西
に
舘

原
代
官
所
が
あ
っ
た
。

一
六
八
四
年
の
代
官
所
内
石
高

一
二
三
九
〇
石

一
八
二
七
年
の
代
官
所
内
石
高

一
三
一
二
〇
石

舘
原
と
代
官
所

「舘原代官所」は、塩川代官所とほぼ同じと
思われるが、会津戦争で川井村から西軍の砲
撃を受け、さらに会津藩により焼失し、その
後取り壊されたが、代官稲荷と刻字のある石
柱、入口門前の石橋、左側の郷蔵1棟が現存
する。

舘
原
代
官
所
の
始
ま
り

『
会
津
藩
家
世
実
紀
』
天
明
八
年(

一
七
八
八)

二
月
七
日

「
御
代
官
共
郷
村
出
役
被
仰
付
」

「
地
下
之
風
義
急
ニ
取
直
之
計
被
仰
付
候
上
者
、
御
代
官

共
も
出
役
可
然
由
、
郡
方
主
役
始
郡
奉
行
同
添
役
等
存
寄

申
出
候
ニ
付
～
出
精
取
計
候
様
被
仰
出
候
旨
申
渡
之
、

坂
下
組
牛
沢
組

鋤
柄
友
之
助

小
田
付
組
小
荒
井
組
宮
原
嘉
次
馬

熊
倉
組
五
目
組

添
嶋
善
兵
衛

野
沢
組

志
賀
孫
太
郎

山
三
郷

手
代
木
太
平
衛

百
石
取
り

支
配
所
附
銘
々
相
渡
之
」
組
は
い
く
つ
か
省
略

文
久
二
年(

一
八
六
二)

野
沢
組
を
舘
原
代
官
所
に
併
合

明
治
三
年
五
月
の
舘
原
村
肝
煎

折
笠
豊
多

明
治
五
年
十
一
月
十
三
日
、
第
五
小
区
長

宮
城
八
郎

明
治
八
年
八
月
十
二
日
、
三
小
区
、
山
都
村
へ

木
曽
村
、
廣
野
村
、
三
ツ
山
新
田
、
舘
原

稲
荷
神
社
鳥
居
刻
字
の
鳥
居
が
現
存
す
る

『
山
都
の
高
齢
者
回
想
禄
』

「
山
郷
舘
原
代
官
所
の
記
録
」
堂
山

宮
城
不
二
男
よ
り

「
代
官

第
二
十
四
代

相
沢
平
右
衛
門

帳
付

南
隆
助

鈴
木
喜
一
郎

帳
書

高
橋
三
十
郎(

郷
頭)

宮
城
三
平(

郷
頭)

上
野
五
右
エ
門
」

の
刻
字
が
す
で
に
確
認
さ
れ
て

い
た
。
令
和
七
年
四
月
七
日
現

存
を
確
認

図２

１、代官所の石橋

２、代官所の郷蔵

髙
橋
三
十

図１ 舘原館跡予想図

図２ 塩川代
官所平面図
『耶麻郡誌』

図３ 舘原代
官所予想図

３、石柱



喜
多
方
市
山
都
町

舘
原
の
戊
辰
戦
争

舘
原
村
の
石
高

寛
永
十
九
年(

一
六
四
二)

一
五
二
石

寛
政
元
年

(

一
七
八
九)

一
九
七
石

文
化
三
年

(

一
八
〇
六)

二
一
六
石

久
昌
寺

曹
洞
宗
瀧
澤
山

東
西

三
〇
・
六
㍍(

十
七
間)

南
北

十
五
・
三
㍍(

八
間
半)

天
正
十
四
年(

一
五
八
六)

幽
禅
の
開
基

本
尊

地
蔵
菩
薩

観
音
堂

十
一
面
観
音
像
を
安
置

『
会
津
鑑
』
に
は
、
貞
治
二
年(

一
三
六
三)
松
尾
の
真

福
寺
の
幽
禅
が
建
て
る
。
か
っ
て
は
臨
済
宗
だ
っ
た
。
慶

長
一
九
年(

一
六
一
四)

今
の
村
に
移
す
。

旧
地
を
「
ノ
寺
内
」
と
称
す
る
。
そ
の
あ
と
に
馬
頭
観

音
の
石
塔
が
あ
る
。

寺
は
理
由
は
不
明
だ
が
一
時
荒
廃
し
た
。

正
保
四
年(

一
六
四
七)

四
月
三
日
開
基
『
耶
麻
郡
誌
』

県
道坂

下
街
道
舘
原
道

明
治
二
十
九
年
十
月
開
通

岩
越
鉄
道

山
都
駅
～
荻
野
駅

大
正
二
年
八
月
一
日
開
通

舘
原
隧
道

三
四
〇
メ
ー
ト
ル

八
幡
神
社

・
祭
神
は
武
運
の
神
、
応
神
天
皇
・
誉
田
別
命
（
ほ
ん

だ
わ
け
の
み
こ
と
）
を
祀
る

東
西

四
六
・
八
㍍(

二
十
六
間)

南
北

四
三
・
二
㍍(

二
十
四
間)

『
会
津
鑑
』
二
十
六
歩
、
二
十
四
歩
と
あ
り

本
村
よ
り
移
し
た
稲
荷
社
も
あ
り

・
西
に
神
社
林(

じ
ん
じ
ゃ
り
ん)

の
場
所
が
旧
八
幡
神

社
が
あ
っ
た
場
所
と
み
ら
れ
る
。

三
山(

み
つ
や
ま)

新
田

同
じ
形
状
の
峰
が
三
つ
並
ん
で
い
る
た
め

寛
文
四
年(

一
六
六
四)

舘
原
地
内
に
堂
山
村
の
宮
城
氏

が
、
田
畑
を
開
墾
し
た
。
九
軒
。
『
新
編
会
津
風
土
記
』

小
名
に

大
森
、
東
向
、
土
手
が
あ
る
。

『
会
津
鑑
』
に
二
四
八
石(

米
で
三
七
二
〇
〇
㎏
・
六
十

㌔
袋
で
六
二
〇
俵)

文
献

『
新
編
会
津
風
土
記
』
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
会
津
藩

編
さ
ん
。
幕
府
に
提
出
。

『
会
津
鑑
』
寛
政
元
年(

一
七
八
九)

会
津
藩
士
高
嶺
覚
大

夫
慶
忠
が
編
さ
ん
。

『
会
津
古
塁
記
』
文
化
十(

一
八
一
三)

年
写
本
。
原
本
は

江
戸
前
期
中
期
作
か
。

舘
原
区
会
議
録
か
ら
判
明
し
た
こ
と

〇
天
保
七
年(

一
八
三
七)

以
降
の
村
の
歴
史

〇
祭
礼
の
記
述

〇
会
津
戦
争
で
舘
原
が
九
月
四
日
、
二
十
三
軒
焼
け
た

横
峰(

峯)

山
の
会
津
戦
争
陣
地
跡

『
山
都
の
高
齢
者
回
想
録
』
よ
り

「
戊
辰
戦
争
の
言
い
伝
え
と
遺
跡
三
つ
」

三
ツ
山

笠
井
久
エ
門
よ
り

二
、
横
峰(

峯)

山
の
塹
壕

横
峰(

峯)

山
の
頂
上
の
南
東
斜
面
に
戊
辰
戦
争
の
時
に
会

津
藩
が
築
い
た
と
い
わ
れ
る
塹
壕
の
跡
地
が
あ
る
。
～
略
～

(

昭
和
九
年)

横
峰(

峯)

山
の
共
有
地
を
果
樹(

梅)

を
植
え
付

け
、
一
日
い
く
ら
か
の
日
当
を
得
て
生
活
の
足
し
に
し
た
。

こ
の
開
墾
に
よ
り
、
頂
上
に
あ
っ
た
塹
壕
も
大
半
取
り
崩
さ

れ
て
、
現
在
は
ほ
ん
の
一
部
だ
け
を
残
し
て
お
る
。
そ
の
後

も
そ
の
地
周
辺
の
樹
木
は
大
き
く
な
り
探
す
の
も
容
易
で
な

い
。

三
、
松
代
藩
占
拠
地

戊
辰
戦
争
の
時
、
陣
ケ
峰
、
大
谷
方
面
か
ら
進
撃
し
て
き

た
西
軍
の
松
代
藩
は
三
つ
山
の
麓
を
通
り
横
峰(

峯)

山
麓
一

帯
と
付
近
の
農
家
を
占
領
し
て
大
休
止
を
し
た
。
～
略
～
当

時
の
「
占
領
地
」
の
農
家
の
扉
に
は
今
で
も
「
松
代
藩
占

領
」
と
墨
跡
が
残
っ
て
お
り
、
西
軍
の
残
し
た
も
の
と
し
て

は
貴
重
な
遺
産
で
あ
る
。

1
、
横
峰
山
の
陣
地
跡

令
和
七
年
四
月
、
現
地
を
折
笠
氏
と
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

横
峰
山
の
南
東
部
に
は
、
人
工
的
な
遺
構
が
あ
っ
た
。

①
削
平
さ
れ
た
果
樹
園
跡
の
平
場
と
コ
ク
ク
リ
ー
ト
桝

②
南
東
に
面
し
た
低
い
土
塁
に
囲
ま
れ
た
平
場
と
斜
面
に
細

長
く
構
築
さ
れ
た
段
々
の
平
場

こ
の
中
で
②
は
、
頂
上
の
最
も
高
い
所
に
あ
る
も
の
は
、

砲
台
の
台
場
跡
で
、
「
胸
壁
」
と
呼
ん
だ
高
さ
六
〇
㌢
の
土

塁
が
半
月
状
に
あ
る
砲
台
の
台
場
跡
で
あ
る
。
ま
た
、
南
東

斜
面
の
細
長
い
平
場
は
、
一
部
が
「
要
害
」
と
呼
ぶ
も
の
で
、

同
様
な
も
の
は
、
母
成
峠
や
戸
ノ
口
の
古
戦
場
で
も
み
ら
れ

る
。

２
、
松
代
藩
占
拠
地

松
代
藩
の
「
松
代
藩
占
領
」
の
土
蔵
墨
書
は
、
残
念
な
が

ら
解
体
さ
れ
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
伝
承
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
が
、
現
地
に
は
、
今
で
も
陣
地
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
墨
書
は
、
残
れ
な
か
っ
た
の

は
残
念
で
あ
る
。
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山
三
郷
の
会
津
藩
本
営
は
、
舘
原
代
官
所

慶
応
四
年
八
月

八
月
二
十
六
日
、
津
川
よ
り
退
却
し
た
会
津
藩
、
舟
渡
を
渡

り
、
胸
壁
を
築
き
、
船
橋
を
切
断
、
沿
岸
の
舟
棧
敷
を
収
容
。

白
虎
一
番
寄
合
組
隊
中
隊
頭
原
早
太
は
窪
村
の
胸
壁
を
守
り
、

純
義
隊
は
総
督
大
竹
主
計
、
隊
長
小
池
周
吾
は
東
羽
賀
を
守
る
。

陣
将
の
上
田
学
太
輔
は
大
原
の
本
営
に
い
た
。
『
会
津
戊
辰
戦

史
』八

月
二
十
八
日
、
東
西
両
軍
川
を
隔
て
相
対
峙
し
、
東
兵
は

大
砲
を
装
填
、
西
兵
は
片
門
の
山
上
に
大
砲
を
装
置
し
、
連
弾

す
る
。
朱
雀
四
番
士
中
隊
、
付
属
隊
、
砲
兵
隊
、
結
義
隊
は
高

久
よ
り
軍
を
返
し
山
三
郷
に
赴
く
。
『
会
津
戊
辰
戦
史
』

下
刻(

十
一
時)

朱
雀
四
番
士
中
隊
、
附
属
隊
、
砲
兵
隊
、
結

義
隊
は
高
久
を
発
し
、
舟
渡
に
至
る
や
山
三
郷
館
原
に
向
か
う

べ
し
と
命
令
あ
り
、
よ
っ
て
未
の
国(

午
後
二
時)

諸
隊
と
も
に

路
を
東
岸
に
と
り
、
阿
賀
野
川
を
渡
り
、
日
没
の
頃
舘
原
に
至

り
、
舟
棧
を
収
め
戌
兵(

じ
ゅ
へ
い
・
守
備
兵)

を
置
く
。
『
会

津
戊
辰
戦
史
』

八
月
二
十
九
日
、
西
兵
朝
よ
り
砲
銃
を
発
し
て
戦
い
に
挑
む
。

東
兵
胸
壁
に
あ
り
て
戦
う
。
弾
丸
雨
注(

う
ち
ゅ
う)

す
。
『
会

津
戊
辰
戦
史
』

朱
雀
四
番
士
中
隊
、
附
属
隊
は
、
朱
雀
二
番
寄
合
組
隊
と
交

代
し
て
中
反
村
を
経
て
新
町
に
至
り
し
が
、
故
あ
り
て
中
反
に

返
り
陣
す
。
夜
に
入
り
大
雨
、
町
野
主
水
、
開
場
辰
治
を
し
て

反
隊
を
率
い
て
一
竿(

ひ
と
さ
く)

を
守
ら
し
む
。
更
に
中
反
を

発
し
木
曽
、
舘
原
を
過
ぐ
る
や
西
兵
前
岸(

川
井)

よ
り
火
光
を

認
め
て
銃
を
放
つ
。
炬
火(

き
ょ
か)

を
滅
し
て
進
み
、
西
海
枝

村(

荻
野)

に
至
り
て
天
明
け
す
な
わ
ち
一
竿
に
至
る
。
こ
の
地

舘
原
の
西
方
に
あ
り
か
か
る
要
害
の
地
な
り
。
『
会
津
戊
辰
戦

史
』八

月
三
十
日
、
朱
雀
四
番
士
中
隊
、
附
属
隊
は
中
反
に
胸
壁

築
き
戌
兵(

守
備
兵)

を
置
き
、
砲
兵
隊
は
兵
を
高
目
村
に
進
む
。

朱
雀
四
番
士
中
隊
附
属
隊
は
、
一
竿
の
渡
頭
守
る
。
塚
越
富
吉

(

小
栗
上
野
介
の
家
臣
で
妻
は
横
山
主
悦
の
家
に
宿
す)

前
岸
の

西
兵
が
弾
薬
を
運
搬
す
る
を
見
て
銃
撃
、
西
兵
狼
狽
し
て
走
る
。

敵
兵
射
撃
し
、
我
が
兵
応
戦
す
富
吉
の
胸
を
貫
き
死
す
。
『
会

津
戊
辰
戦
史
』

九
月
一
日
、
巳
刻(

十
一
時)

頃
朱
雀
四
番
士
中
隊
附
属
隊
は
、

共
に
中
反
を
発
し
、
未
刻(

午
後
二
時)

頃
、
小
綱
木
に
至
り
戌

兵
を
置
く
。
砲
兵
隊
高
目
村
退
陣
。
朱
雀
四
番
士
中
隊
附
属
隊

は
、
一
竿
の
渡
頭
を
渡
る
。
軍
目
篠
田
勝
之
助
、
退
却
の
命
令

を
伝
え
け
れ
ば
、
兵
を
収
め
て
木
曽
村
に
至
る
。
『
会
津
戊
辰

戦
史
』

大
鳥
圭
介
、
第
二
大
隊
と
第
一
大
隊
の
残
兵
合
わ
せ
て
二
百

人
を
引
き
連
れ
、
友
成
将
監
を
神
青
隊
に
付
け
塩
川
に
残
し
て

一
日
出
発
。
慶
徳
に
て
昼
食
し
、
木
曽
に
泊
ま
る
。
木
曽
に
は

長
岡
の
兵
詰
め
て
い
て
、
そ
の
隊
長
と
も
議
し
、
軍
事
方
と
も

謀
り
明
日
の
進
軍
を
定
め
る
。
『
南
柯
紀
行
』

九
月
二
日
、
早
天
、
朱
雀
四
番
士
中
隊
附
属
隊
、
小
綱
木
を

発
し
、
辰
の
刻(

八
時)

真
ケ
沢
村
に
進
む
。
西
兵
大
挙
来
り
砲

戦
数
時
間
、
黄
昏
中
反
に
退
く
。
間
ノ
峠
の
山
上
に
胸
壁
を
築

く
。
新
遊
撃
隊
陣
ケ
峰
中
山
に
戦
っ
て
利
あ
ら
ず
長
岡
の
伝
習

隊
来
り
も
戦
い
に
会
せ
ず
共
に
舘
原
に
退
く
。
『
会
津
戊
辰
戦

史
』大

鳥
圭
介
、
長
岡
兵
と
と
も
に
木
曽
を
発
し
、
山
に
登
り
村

を
過
ぎ
陣
ケ
峰
に
至
る
。
そ
の
日
は
木
曽
に
帰
陣
せ
り
。
『
南

柯
紀
行
』

館
原
村
よ
り
朱
雀
二
番
隊
寄
合
組
土
屋
総
蔵
隊
は
、
姥
石
山

へ
陣
取
り
、
大
鳥
圭
介
隊
は
陣
ケ
峰
下
、
大
谷
通
行
之
山
道
峠

へ
陣
取
り
遊
戯
隊
は
舘
原
村
に
陣
取
候
。
『
若
松
記
』

朱
雀
二
番
寄
合
組
隊
二
番
小
隊
は
、
金
窪
か
ら
半
里
に
胸
壁

を
築
き
守
る
。
朝
に
至
り
敵
兵
来
襲
、
赤
岩
上
に
退
き
防
戦
し
、

退
い
て
稲
荷
山
に
籠
ら
ん
と
す
。
敵
三
四
十
人
屯
集
す
る
を
察

知
し
、
小
隊
頭
原
源
次
郎
、
隊
士
笹
沼
金
次
郎
及
び
隋
兵
四
五

人
を
率
い
て
敵
陣
を
襲
撃
、
天
将
一
人
を
斬
り
、
小
銃
弾
を
鹵

獲(

ろ
か
く)

せ
る
が
、
敵
増
加
し
阿
賀
野
川
対
岸
の
我
軍
に
砲

撃
せ
ら
れ
て
、
躊
躇
す
る
間
に
一
番
隊
二
番
隊
を
収
集
し
薄
暮

舘
原
に
帰
陣
せ
り
。
『
会
津
戊
辰
戦
史
』

九
月
三
日
、
早
暁
、
砲
兵
隊
山
を
回
り
て
堂
目
村
背
後
の
山

地
に
至
り
西
兵
を
襲
撃
。
西
兵
大
兵
で
我
が
兵
の
軍
を
囲
み
帰

路
を
絶
た
ん
と
し
、
兵
を
高
目
村
に
返
さ
ん
と
し
大
船
沢
に
至

れ
ば
、
真
ケ
沢
の
方
位
に
砲
声
、
軍
を
返
す
。
朱
雀
四
番
士
中

隊
戦
利
な
く
退
却
、
こ
の
夜
一
門
司
令
官
黒
河
内
新
六
、
舘
原

の
本
営
に
至
り
援
軍
を
こ
う
。
朱
雀
四
番
士
中
隊
附
属
隊
、
間

ノ
峠
を
守
る
。
『
会
津
戊
辰
戦
史
』

こ
の
日
、
衝
鋒
隊
は
如
来
堂
を
発
し
、
山
三
郷
応
援
と
し
て

小
荒
井
に
赴
く
。
『
七
年
史
』

九
月
四
日
、
砲
兵
隊
、
堂
山
村
に
陣
し
、
山
径
に
塁
を
築
き

六
日
ま
で
備
え
る
『
若
松
記
節
略
』

舘
原
本
営
よ
り
長
岡
兵
百
人
を
遣
わ
し
援
護
す
る
。
朱
雀
四

番
士
中
隊
附
属
隊
、
間
ノ
峠
を
守
る
。
舘
原
、
木
曽
方
面
守
を

失
い
未
刻(

午
後
二
時)

頃
退
却
し
夜
に
藤
沢
村
に
次
す
。
舘
原

に
あ
り
し
朱
雀
二
番
寄
合
組
隊
は
、
姥
石
山
に
陣
し
、
大
鳥
圭

介
軍
は
塩
川
よ
り
来
た
り
て
陣
ケ
峰
の
山
下
に
あ
り
。
敵
の
大

軍
大
鳥
軍
を
襲
う
や
、
大
鳥
軍
は
援
軍
を
西
郷
軍
に
乞
う
。
笹

沼
金
次
郎
一
隊
率
い
て
援
け
し
む
。
大
鳥
軍
は
初
め
小
勝
を
得

し
も
潰
散(

か
い
さ
ん
・
敗
戦)

し
小
田
付
に
め
ぐ
る
。
す
で
に

敵
は
舘
原
の
対
岸
発
砲
し
村
中
火
起
こ
る
。
西
郷
隊
敗
れ
て
小

布
瀬
原
に
収
む
。
『
会
津
戊
辰
戦
史
』

舘
原
村
、
川
向
よ
り
大
小
砲
烈
敷
、
舘
原
村
に
打
縣
け
そ
の

節
、
棒
火
矢
同
村
へ
打
縣
け
、
す
ぐ
様
村
中
烟
煙
と
成
る
。
山

上
に
取
敷
候
様
相
叶
わ
ず
、
木
曽
山
ま
で
引
揚
。
『
若
松
記
』

木
曽
村
に
引
退
き
た
り
。
夕
方
に
至
り
敵
追
撃
し
来
た
り
戦

争
起
り
し
か
ど
も
、
何
れ
の
隊
も
人
心
恟
恟(

き
ょ
う
き
ょ
う
・

お
の
の
く)

奮
発
の
の
気
な
く
、
十
分
の
戦
争
に
な
ら
ず
放
火
し

て
引
退
き
た
り
。
慶
徳
ま
で
引
上
げ
、
小
田(

付)

村
に
帰
り
た

り
。
『
南
柯
紀
行
』

一
柳
幾
馬
、
上
田
伝
治
一
同
、
大
鳥
下
宿
へ
参
り
面
会
、
様

子
承
候
処
、
別
段
の
戦
争
も
無
く
、
之
瓦
解
の
趣
に
付
、
厳
び

敷
談
判
に
及
び
、
二
小
隊
、
舘
原
村
へ
引
き
返
さ
せ
長
岡
兵
も

百
八
十
人
ほ
ど
の
人
数
半
分
引
返
す
。
『
若
松
記
』

九
月
五
日
、
朱
雀
四
番
士
中
隊
附
属
隊
、
藤
沢
を
発
し
、
正

午
一
合
村
に
至
り
、
本
隊
は
西
の
嶺
上
を
守
り
、
附
属
隊
は
貉

(

む
じ
な)

森
を
守
る
。
『
会
津
戊
辰
戦
史
』

胸
壁
に
あ
り
て
砲
戦
す
る
の
み
。
山
三
郷
方
面
に
赴
き
た
る

諸
軍
と
母
成
峠
よ
り
撤
退
し
た
大
鳥
圭
介
の
兵
と
を
も
っ
て
進

軍
せ
し
め
ん
と
、
樋
口
源
介
を
舘
原
の
陣
営
に
遣
わ
し
、
方
略

を
定
め
た
る
が
、
樋
口
ま
だ
帰
ら
ざ
る
に
西
軍
南
よ
り
若
松
城

下
に
入
り
し
諸
兵
、
兵
を
分
っ
て
坂
下
を
略
し
進
ん
で
舟
渡
の

背
を
衝
く
。
軍
事
局
こ
と
ご
と
く
出
て
防
戦
す
。
西
兵
は
威
声

を
発
し
、
大
砲
を
連
発
し
て
挟
撃
し
勢
い
甚
だ
猛
烈
な
り
。
片

桐
喜
八
は
防
戦
し
た
る
も
退
く
、
上
田
陣
将
以
下
全
軍
山
崎
の

渡
頭
を
渡
り
亥
の
刻(

夜
八
時)

頃
塩
川
に
退
却
し
陣
将
萱
野
権

兵
衛
の
兵
に
合
わ
す
。
白
虎
寄
合
組
一
小
隊
は
窪
村
に
あ
り
、

他
の
一
小
隊
は
舟
渡
の
胸
壁
に
在
り
し
が
、
戦
い
敗
れ
、
半
隊

頭
佐
藤
清
七
郎
隊
士
十
四
名
を
率
い
て
勝
方
村
を
経
て
中
田
に

至
る
。
『
会
津
戊
辰
戦
史
』

九
月
六
日
、
白
虎
一
番
寄
合
組
原
一
小
隊
、
朱
雀
四
番
足
軽

隊
山
崎
を
守
る
。
砲
兵
隊
堂
山
村
を
守
る
木
曽
の
我
が
軍
敗
れ
、

藤
沢
村
に
退
く
。
『
会
津
戊
辰
戦
史
』

会
津
戦
争
と
新
選
組

新
選
組
は
九
月
一
日
～
四
日
ま
で
山
都
に
滞
在
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